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本
格
的
な
施
肥
が
必
要
！

左
の
写
真
は
71
本
の
桜
の
中
で

１
・
２
番
に
弱
っ
て
い
る
（
沼
の

西
側
堤
体
の
24
番
と
26
番
の
）
桜

で
す
。
５
月
に
グ
リ
ー
ン
パ
イ
ル

と
言
う
簡
易
的
施
肥
を
し
ま
し
た

が
、
ご
覧
の
通
り
残
念
な
が
ら
、

ど
う
も
桜
は
以
前
同
様
に
元
気
が

な
い
状
態
で
、
肥
料
は
そ
れ
ほ
ど

効
い
て
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
状
態
写
真
と
内
容
を
、
弘

前
城
・
桜
の
樹
木
医
の
小
林
さ
ん

（
２
月
に
五
郎
沼
と
城
山
で
桜
を

見
て
頂
き
ま
し
た
）
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
「
や
は
り
、
根
の
周
り

を
掘
り
、
本
格
的
に
施
肥
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

４
号
（
５
月
号
）
会
報
に
特
集

し
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
て
い
た

と
お
り
、
多
少
大
掛
か
り
で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
力
を
か
り
て
、
左
写

真
の
よ
う
な
作
業
を
、
樹
木
の
休

眠
期
で
あ
る
こ
の
11
月
に
行
い
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

11
月
８
日
（
土
）
作
業

県
博
テ
ー
マ
展
の
主
宰

の
羽
柴
直
人
先
生
が
案
内

す
る
青
森
・
秋
田
方
面
ツ

ア
ー
に
て
、
奥
州
平
泉
・

藤
原
氏
四
代
泰
衡
の
命
日

に
最
終
の
地
を
紫
波
町
観

光
交
流
協
会
々
員
が
尋
ね

て
来
ま
し
た
。

･
･
･
･･
･
･･

源
頼
朝
に
追
わ

れ
蝦
夷
地
に
逃
れ
よ
う
と

し
て
「
に
え
の
柵
」
に
家

臣
河
田
次
郎
を
を
頼
っ
て

立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
を
、

そ
の
裏
切
り
に
あ
っ
て
殺

さ
れ
ま
し
た
。
文
治
５
年

（
一
一
八
九
）
９
月
３
日
、

地
元
の
人
は
、
そ
の
こ
と

を
次
の
よ
う
に
語
り
伝
え

て
い
ま
す
。

『
河
田
次
郎
は
泰
衡
を

か
く
ま
っ
て
罪
に
な
る
よ

り
泰
衡
を
討
っ
て
頼
朝
の

恩
賞
を
と
考
え
、
主
人
殺

し
の
罪
に
な
ら
ず
に
泰
衡

を
討
つ
計
画
を
練
っ
た
。

月
３
日
に
お
祭
り
が
催
さ
れ

て
い
る
。
』

こ
こ
か
ら
南
西
約
３
㎞
離

れ
た
大
館
市
比
内
町
五
輪
台

に
は
、
泰
衡
の
あ
と
を
慕
い

長
い
旅
を
続
け
て
き
た
奥
方

と
忠
僕
に
ま
つ
わ
る
話
が
伝

わ
り
、
奥
方
が
命
を
絶
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
地
が
西
木

戸
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。･

･
･
･
･
･
･･

◎
参
考
「
大
館
市
の
史
跡
」

～

錦
神
社
の
場
所

～

秋
田
県
大
館
市
二
井
田
上
出
向

①
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
大
館
駅
よ
り

車
で
40
分

②
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
扇
田
駅
よ
り

徒
歩
15
分

③
東
北
自
動
車
道

十
和
田

イ
ン
タ
ー
よ
り
車
で
30
分

問
い
合
わ
せ

大
館
郷
土
博
物
館
（
大
館
市

釈
迦
内
字
獅
子
ヶ
森
1
）

☎
０
１
８
６-

４
８-

２
１
１
９

９
月
３
日
の
夜
、
次
郎
は

多
く
の
家
来
を
使
っ
て
頼

朝
の
大
軍
が
攻
め
入
っ
た

よ
う
に
見
せ
か
け
泰
衡
が

観
念
し
て
切
腹
す
る
よ
う

に
仕
向
け
た
。
こ
の
計
画

は
成
功
し
次
郎
は
泰
衡
の

首
を
は
ね
た
。

そ
の
後
、
首
の
無
い
泰

衡
の
死
体
は
里
人
に
よ
っ

て
泰
衡
の
着
て
来
た
錦
の

直
垂
に
大
事
に
包
ま
れ
て

埋
葬
が
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
墓
が
、
「
に
し
き

様
」
と
呼
ば
れ
て
錦
神
社

と
な
り
、
毎
年
旧
暦
の
９

2014.4.25撮影

2014.9.23撮影

錦神社を保存している
松田館町内会長

松田会長より説明を聞く
紫波町観光交流協会々員

錦神社

26
番

24
番

五郎沼の桜に施肥作業
日時：１１月８日（土）８時～
場所：五郎沼駐車場に集合！
（スコップ、手袋持参）



五

郎

沼

経

塚

五
郎
沼
経
塚
は
、
昭
和
９
年
に
「
恩
賜
の

郷
倉
」
建
設
の
際
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
経
塚

で
す
。
そ
の
具
体
的
な
地
点
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
比
爪
館
に
南
接
す

る
五
郎
沼
の
南
東
岸
に
所
在
し
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
（
国
道
４
号
沿
い
の
五
郎
沼
の
東

側
の
堤
に
連
続
す
る
形
で
自
然
地
形
の
小
高

い
丘
が
あ
り
、
こ
こ
に
所
在
し
て
い
た
民

家
）
の
屋
号
が
「
ご
う
そ
う
」
と
称
さ
れ
て

お
り
（
現
在
民
家
は
移
転
）
、
こ
の
地
点
が

経
塚
の
造
営
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

比
爪
館
の
南
方
に
相
当
す
る
自
然
地
形
の

高
ま
り
で
、
何
ら
か
の
宗
教
的
仮
託
が
な
さ

れ
た
地
点
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
26
年
５

月
刊
行
の
「
奥
羽
史
談
２
巻
２
号
」
に
こ
の

経
塚
の
発
見
時
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

平泉勢力圏の内部構造

○藤原清衡が比爪の地に子息の清綱を配置したのは、｢奥六郡を管轄し支配さ
せること｣、「北奥への進出拠点として機能｣の三点であったと判断したい。

○比爪の求心力は、さすがに平泉には及ばないであろうが、少なくとも、平泉
勢力圏の北半部(奥六郡北部、鹿角、比内、糠部、津軽、外ヶ浜)の範囲中で
は突出した最上位の権力機構であったことは確実である。

○器壁が平泉の手づくねかわらけは薄手なのに対し、比爪、矢立廃寺、浪岡城
の手づくねかわらけは厚手であり、また、胎土の色調が平泉が白っぽいのに
対し、比爪、矢立廃寺、浪岡城は燈色のものが目立つというように、比爪、
矢立廃寺、浪岡城の手づくねかわらけには類似点が見受けられる。

○｢比爪風｣の三段なでかわらけが比内の矢立廃寺、さらに津軽の浪岡城内館に
存在するということは、手づくねかわらけ工人の移動といったレベルの問題
ではなく、奥州藤原氏の比内、津軽における実質支配は、比爪系統の集団に
よる主導で行なわれた可能性をも示唆する。

○奥六郡の支配の拠点は、この区域の南端に位置する｢平泉｣と、中央に位置す
る｢比爪｣の２箇所があり、奥六郡は南北に区分して管轄されていた可能性が
ある。

○「比爪｣は平泉と比較して遜色のない規模と格式を有しており、平泉と並立
する平泉勢力圏内の拠点と評価すべきである。「比爪｣は陸奥奥六郡の北部
の志和郡に位置しており、奥六郡北半は比爪の管轄であったと推測される。
そしてさらに手づくねかわらけの調整形態の共通性から、比内、津軽方面の
北奥地域と｢比爪｣の関係の深さも推測され、平泉勢力圏の北半部の実質支配
は比爪勢力が担っていた可能性が指摘される。

※勢力圏内部の権力分立を具体的に指摘したことは、奥州藤原氏の権力構造の
本質を解明する上で重要な提示と考える。

（岩手県立博物館 羽柴直人先生 学位論文より）

矢立廃寺跡の三段なでかわらけ
（大館郷土博物館蔵）

浪岡城跡出土のかわらけ
（青森市教育委員会蔵）

～
紫
波
郡
赤
石
村
～
五
郎
沼
の
経
塚

畠
山
英
一
郎

（
前
略
）･･

五
郎
沼
の
經
塚
は
享
保
年
間
、

蛇
蟆
塚
と
知
ら
れ
紫
波
郡
赤
石
村
大
字
南
日

詰
に
在
る
。
こ
れ
は
北
隣
の
古
碑
數
基
あ
る

箇
所
と
反
對
に
、
南
東
の
丘
陵
で
昭
和
九
年

に
郷
倉
建
設
の
爲
地
下
を
掘
つ
て
判
っ
た
。

地
下
數
尺
の
處
（
と
こ
ろ
）
に
地
盤
を
固
め

て
周
圍
に
石
を
置
き
、
中
央
に
は
經
瓶
を
据

え
素
焼
と
青
銅
の
二
重
經
筒
に
經
文
が
納
め

て
あ
っ
た
。

經
瓶
の
蓋
上
に
魔
除
の
短
刀
、
石
槨
様
の

數
個
の
川
石
が
あ
り
、
底
は
粘
土
を
敷
き
木

炭
を
入
れ
筒
の
上
を
葺
石
で
盛
っ
て
い
た
。

百
の
史
観
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
實

際
の
話
で
あ
る
。
紫
波
郡
の
歴
史
は･･･

（
後
略
）
註

経
筒
と
経
文
は
現
在
小
學
校

に
保
管
、
直
刀
及
び
青
銅
筒
は
別
に
保
管
し

て
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
五
郎
沼
経
塚
で
は
、

銅
製
経
筒
を
用
い
た
作
法
に
則
っ
た

納
経
が
行
わ
れ
て
お
り
、
格
式
の
高

い
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
読

み
取
れ
ま
す
。

（
岩
手
県
立
博
物
館
テ
ー
マ
展

「
比
爪
」
～
も
う
一
つ
の
平
泉
～

資
料
よ
り
参
照
）

経塚跡より五郎沼を見る

南側からの経塚跡
（階段等、徐々に整備中） 北側からの経塚跡


